
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年１２月８日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：お休み 

出席者：大西旅人、高野平太、谷口勝、 

長谷川智、三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口昇柳、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
届
く
」・
互
選 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
評 

＊ 

山
岸
順 

 

 

「
１
点
」 

ト
ラ
ン
プ
の
敗
北
届
き
ホ
ッ
と
す
る 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 
 

何
に
ホ
ッ
と
し
た
の
か
が
、
他
の
人
に
分
か
り
づ
ら
い
。 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
便
コ
ロ
ナ
と
お
客
運
ん
で
る 

 
 
 

順 
 

 

 
 

国
の
施
策
で
も
あ
り
。 

待
っ
た
け
ど
熟
睡
元
気
着
く
果
報 

 
 
 
 
 

昇
柳 

 

 
 

良
く
分
か
ら
な
い
句
。 

 

食
べ
合
わ
せ
快
眠
だ
か
ら
果
報
着
く 

 
 
 
 

昇
柳 

 

 
 

標
語
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

 

ピ
ン
ポ
ン
に
慌
て
て
出
れ
ば
荷
物
だ
け 

 
 
 

み
ち
え 

 
 

最
近
の
傾
向
。
ど
う
す
る
の
荷
物
は
？ 

 

七
十
五
こ
の
線
引
き
に
踏
み
込
ん
で 

 
 
 
 

次
郎 

 

 
 

七
十
五
歳
と
言
い
切
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。 

 

食
べ
た
い
な
鮪
の
赤
身
果
報
着
く 

 
 
 
 
 

昇
柳 

 

果
報
の
意
が
良
く
解
ら
な
い
。 

 
 

 
 
 
 

「
２
点
」 

 

郵
便
受
け
口
い
っ
ぱ
い
で
戻
し
そ
う 

 
 
 
 

次
郎 

 

 
 

面
白
い
け
れ
ど
、
具
体
的
に
。「
チ
ラ
シ
い
っ
ぱ
い
」
で
は
。 

 

も
う
す
で
に
年
賀
欠
礼
秋
の
風 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

出
来
て
い
る
句
。 

 

ふ
る
さ
と
の
母
の
便
り
は
ク
ー
ル
便 

 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

な
ぜ
ク
ー
ル
便
な
の
か
、
分
か
り
づ
ら
い
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

「
３
点
」 

 

旅
土
産
本
人
よ
り
も
先
に
着
く 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

見
付
け
は
い
い
が
、
仕
立
て
に
も
う
ひ
と
工
夫
。 

 

寂
し
さ
は
友
の
訃
報
が
届
く
と
き 

 
 
 
 
 

旅
人 

 

 
 

「
寂
し
さ
は
」
は
、
良
く
な
い
。
訃
報
と
届
く
は
、
ダ
ブ
リ
。 

 

メ
ー
ル
で
も
届
け
ば
無
事
と
安
堵
す
る 

 
 
 

智 
 

 

 
 

上
手
く
出
来
て
い
る
句
。 

  
 
 
 
 

「
４
点
」 

 

胎
動
へ
母
の
歌
声
花
水
木 

 
 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

凄
く
き
れ
い
に
出
来
て
い
る
。
リ
ズ
ム
も
い
い
。 

 

判
定
へ
鼻
の
長
さ
が
も
の
を
言
う 

 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

競
馬
を
知
ら
な
い
人
に
は
、
解
ら
な
い
か
も
。 

 

親
不
孝
し
た
子
供
に
も
遺
産
分
け 

 
 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

親
の
心
理
を
上
手
く
詠
ん
だ
句
。 

 

あ
れ
や
こ
れ
と
り
ま
ぜ
届
く
里
の
秋 

 
 
 
 

平
太 

 

 
 

リ
ズ
ム
良
く
。
映
像
が
浮
か
ぶ
句
。 

  
 
 
 
 

「
６
点
」 

 

豊
作
に
米
一
俵
の
着
払
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

「
着
払
い
」
が
川
柳
ぽ
く
良
い
。
リ
ズ
ム
も
い
い
。 

 

泣
き
顔
の
絵
文
字
で
詫
び
の
メ
ー
ル
来
る 

 
 

裕
子 

 

 
 

具
体
的
で
面
白
い
が
、
「泣
き
顔
」
と
「
絵
文
字
」
が
ダ
ブ
リ
。 

  
 
 
 

 

「
⒑
点
」 

 
無
観
客
行
司
の
美
声
冴
え
渡
る 

 
 
 
 
 
 

勝 
 
 

 

 
 

リ
ズ
ム
も
良
く
、
コ
ロ
ナ
禍
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る
。 

            

 ６２号 

 

浦安とみおか川柳会 

１２月例会結果  

  

           

月例会結果 

 

 

 

 



 

1 

 

夫
を 

 

 
 

課
題
「
届
く
」
・
互
選 

 

続
き 

 
 

 
 
 
 

「
選
外
」 

郵
便
車
と
ま
れ
ば
わ
れ
に
か
と
思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

郵
便
車
、
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
。
川
柳
は
口
語
体
な
の
で
「
わ
れ
」

は
別
な
言
葉
に
置
き
換
え
る
。 

 

ふ
る
里
を
想
え
ば
届
く
秋
の
味 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
秋
の
味
」
は
、
何
。
言
葉
の
表
現
が
弱
い
。 

 

結
婚
を
届
け
て
や
っ
と
新
妻
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

良
く
解
ら
な
い
。
同
棲
中
だ
っ
た
の
？ 

 

メ
ー
ル
あ
り
心
あ
ら
ず
に
悲
し
み
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

意
味
が
良
く
理
解
で
き
な
い
。 

 

果
報
待
ち
一
日
寝
て
も
何
も
来
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

何
の
果
報
？
。
教
訓
句
と
、
と
ら
れ
が
ち
な
句
。 

 

宅
配
人
受
取
り
拒
否
に
目
玉
散
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

目
玉
散
る
と
は
？ 

 

秋
届
く
四
季
を
味
わ
う
醍
醐
味
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

四
季
で
は
な
い
の
で
は
。 

あ
の
人
に
届
い
た
か
し
ら
わ
が
想
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

誰
が
誰
に
何
を
届
け
た
の
か
分
か
り
づ
ら
い
。 

 

ス
ト
レ
ス
を
無
く
す
焼
酎
ス
ト
レ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

 

胃
に
は
届
く
と
思
う
が
。 

 

届
け
も
の
表
札
な
く
て
思
案
顔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

確
か
に
表
札
の
無
い
家
は
多
い
。 

  

✰荒木京之助（明治２３年～昭和２１年） 

 

 川柳家として知られ、また実業家としての名をなし、ほかに多くの社会事業にも尽くした京

之助は、山形県酒田の素封家・荒木家の長男として明治 23（1890）年に生まれている。本名・

彦太郎、後に彦助を襲名、京之助は川柳号である。 

京都大学で学び、多趣味の人であったが、その中で特に抜きん出ているのが大正から昭和にか

けて、京之助のペンネームで活躍した川柳である。 

川柳をはじめたのは大正 10 年ころからといわれている。その当時の川柳は井上剣花坊、阪井久

良岐らの巨頭が、文化、文政ころから狂句化した川柳を「初代川柳に還れ」の旗印のもとに、

新川柳運動を展開していたころ、青年川柳家として京之助が登場した。 

その後、剣花坊の知遇を得て、めきめきと頭角を現し、昭和２年には柳樽寺（りゅうそんじ）

川柳会から『荒木京之助句集』が発刊された。 

 作句の一つが「群衆の一人になって 伸びあがり」 です。   「荘内日報社」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【溜り場】初夢 

初夢は、正月ニ日の夜にみる夢のこと。その夢にでると縁起がい 

いとされているのが「一富士・二鷹・三茄子」です。そう言わ 

れるようになったのは江戸時代のことですが、実は「一富士・ 

二鷹・三茄子」のあとに「四扇・五煙草・六座頭」と続きます。 

それぞれが縁起モノで、 

「富士」と「扇」はどちらも末広がりなので繁栄。 

「鷹」「煙草（のケムリ）」は、どちらも上に向かっていくことか

ら運気上昇。 

「茄子」と「座頭」は、どちらにも毛が無い（ケガが無い）とい

うことから、家内安全。だそうです。 

今年の正月は、夢見ました？ だったら夢を見れる体力を！ 

 



 

1 

 

夫
を 

川柳の三要素 

うがち・おかしみ・軽み 

川柳とは 

 ・ズバリ斬る 

 ・ホロリ泣かせる 

 
 
 

自
由
吟
・
山
岸
順
選 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

八
十
路
過
ぎ
ま
だ
辞
書
の
要
る
趣
味
に
生
き 

 

昇
柳 

 

五
輪
年
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で
ま
た
明
日 

 
 

 
 

智 

 

午
後
十
時
に
閉
店
で
す
と
珍
来
軒 

 
 

 
 

 

旅
人 

 

快
晴
に
良
い
年
願
い
ガ
ラ
ス
拭
き 

 
 

 
 

 

し
だ
れ 

 

赤
い
色
着
こ
な
す
意
欲
加
令
無
視 

 
 

 
 

 

し
だ
れ 

咳
一
つ
二
度
見
の
視
線
さ
さ
る
ほ
ほ 

 
 

 
 

次
郎 

 

母
を
着
て
歩
け
ば
父
が
ギ
ョ
ッ
ト
す
る 

 
 

 

み
ち
え 

 

住
む
街
を
一
歩
も
出
ず
に
年
暮
れ
る 

 
 

 
 

裕
子 

 
 

 
 

「
客
」 

 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
人
も
コ
ロ
ナ
も
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ 
 

次
郎 

 

時
々
は
マ
ス
ク
外
し
て
紅
を
引
く 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

 

ス
ト
レ
ス
を
酒
で
薄
め
て
ま
た
明
日 
 

 
 

 

勝 

 

新
コ
ロ
ナ
の
ん
び
り
年
を
越
せ
た
の
に 

 
 

 

平
太 

 

誤
字
脱
字
私
の
脳
の
秋
を
知
る 
 

 
 

 
 

 

裕
子 

 
 
 
 

 

「
人
」 

 

ア
マ
ビ
エ
よ
憎
き
ウ
イ
ル
ス
食
べ
尽
く
せ 

 
 

勝 

  
 
 
 

 

「
地
」 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
閉
店
詫
び
る
招
き
猫 

 
 

 
 

 

裕
子 

  
 
 
 

 

「
天
」 

 

新
し
い
日
常
別
の
わ
た
し
の
い
る
世
界 

 
 
 

旅
人 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 
 

 

★ 

江
戸
川
吟
社
（
令
和
二
年
九
月
例
会
） 

 
 

 
 

課
題
「
断
る
」 

（
石
原 

莞
子
選
） 

（
客
） 

こ
れ
以
上
は
お
断
り
す
る
温
暖
化 

 
 
 

 
 
 

和
興 

 
 
 
 

お
使
い
を
頼
め
ば
開
く
参
考
書 

 
 
 
 
 
 

 

勲 

 
 
 
 

断
り
に
新
型
コ
ロ
ナ
角
立
た
ず 

 
 
 
 
 
 

 

風
見
子 

 
 
 
 

弔
意
だ
け
い
た
だ
き
ま
す
と
家
族
葬 

 
 
 
 
 

孝 

 
 
 
 

ド
タ
キ
ャ
ン
の
メ
ー
ル
定
型
文
で
来
る 

 
 
 
 

宏
虫 

（
人
） 

核
の
ゴ
ミ
我
が
街
だ
け
は
許
さ
な
い 

 
 
 
 
 

幸
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

（
地
） 

 

あ
の
世
へ
の
チ
ラ
シ
は
い
つ
も
お
断
り 

 
 
 
 

蕗
子 

 
 

 

（
天
） 

延
命
は
固
く
辞
退
の
尊
厳
死 

 
 
 
 
 
 

幸
一 

 
 
 
 

 

課
題
「
き
つ
ち
り
」 

 

（
小
林 

洋
子
選
） 

 

（
客
） 

帳
尻
へ
検
算
も
す
る
裏
帳
簿 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
げ
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

退
社
ベ
ル
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
を
オ
ン
に
す
る 

 
 
 

勲 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

保
育
園
戦
士
が
マ
マ
に
切
り
換
わ
る 

 
 
 
 
 

幸
夢 

 
 
 
 
 

胸
襟
を
開
き
齟
齬
な
い
自
己
主
張 

 
 
 
 
 
 

み
の
り 

 
 
 
 
 

堅
物
の
成
果
老
舗
の
金
庫
番 

 
 
 
 
 
 
 
 

駿
造 

（
人
） 

 

一
円
が
無
く
て
諭
吉
を
く
ず
さ
れ
る 

 
 
 
 

幸
一 

 

（
地
） 

 

テ
ニ
オ
ハ
の
語
尾
を
楷
書
に
書
き
替
え
る 

 
 
 

洋 

（
天
） 

 

決
断
の
楷
書
の
文
字
が
崩
れ
な
い 

 
 
 

蕗
子 

  

【溜り場２】「山口組新報」の川柳 

神戸山口組の機関誌「山口組新報」（全８ページ）には、文芸 

 コーナーもあり、川柳（組員作）も掲載されているらしい。 

 最新号に掲載の川柳がこれです。 

「ウチの妻コロナと言いつつキスしない」 → 中八だけど 

 「ＡＩも太刀打ちできぬ妻の勘」 

 「安倍総理リスクとマスク取り違え」 

 任侠道の方も、文芸に興味ある方がいるんですね。 

 いいことですね！ 

 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

 
課
題
「
混
ぜ
る
」
・二
人
選 

 

長
谷
川
智
選 

 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
若
い
人
影
過
疎
の
村 

 
 
 
 
 

裕
子 

 

塩
砂
糖
な
ど
が
混
乱
に
わ
か
主
夫 

 
 
 
 
 

旅
人 

 

納
豆
の
ね
ば
り
を
貰
う
朝
ご
は
ん 

 
 
 
 

 

勝 

 

子
を
叱
る
言
葉
に
愛
を
混
ぜ
て
い
る 

 
 
 
 

順 

 

糠
床
に
今
日
の
ヤ
ル
気
を
か
き
混
ぜ
る 

 
 

 

平
太 

 
 

 
 

 

「
客
」 

曖
昧
な
色
で
生
き
て
る
年
の
巧 

 
 

 
 

 
 

裕
子 

秋
の
庭
安
ら
ぎ
求
め
多
色
植
え 

 
 

 
 

 
 

し
だ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

混
ざ
ら
ず
に
人
種
の
る
つ
ぼ
二
色
化
へ 

 
 

 

し
だ
れ 

 

ふ
る
さ
と
の
記
憶
で
つ
く
る
混
ぜ
ご
は
ん 

 
 

旅
人 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

特
販
日
高
め
の
品
を
混
ぜ
て
置
く 

 
 
 
 
 

順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

食
材
と
出
汁
が
奏
で
る
鍋
の
秋 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 
 
 
 

「
地
」 

 

肌
の
色
に
ぎ
や
か
に
な
る
日
本
人 

 
 
 
 
 

次
郎 

 
 
 
 

「
天
」 

 

記
者
会
見
嘘
が
混
じ
る
と
汗
が
出
る 

 
 
 
 

平
太 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

（
自
句
） 

混
ぜ
る
な
の
表
示
を
見
せ
ら
れ
恐
怖
感 

 
 

 
 

 
 

 

政
治
家
は
嘘
と
言
い
訳
混
ぜ
合
わ
せ 

 
 

 
 

 
 

 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
み
ん
な
仲
良
し
多
民
族 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課
題
「
混
ぜ
る
」
・二
人
選 
 

谷
口
勝
選 

 

  
 

「
秀
」 

混
ざ
っ
て
も
同
化
は
せ
ず
に
喜
寿
と
な
る 

 
 

旅
人 

記
者
会
見
嘘
が
混
じ
る
と
汗
が
出
る 

 
 

 
 

平
太 

肌
の
色
に
ぎ
や
か
に
な
る
日
本
人 

 
 

 
 

 

次
郎 

焼
酎
を
足
し
ス
ト
レ
ス
に
け
り
が
つ
き 

 
 

 

順 

曖
昧
な
色
で
生
き
て
る
年
の
巧 

 
 

 
 

 
 

裕
子 

 
 

 
 

「
客
」 

 

混
ざ
ら
ず
に
人
種
の
る
つ
ぼ
二
色
化
へ 

 
 

 

し
だ
れ 

 

特
販
日
高
め
の
品
を
混
ぜ
て
置
く 

 
 

 
 

 

順 

 

政
治
家
は
嘘
と
言
い
訳
混
ぜ
合
わ
せ 

 
 

 
 

智 

名
店
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
決
め
る
隠
し
味 

 
 

 
 

次
郎 

 

言
葉
尻
と
ら
え
て
話
題
独
り
占
め 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

 
 

 
 

「
人
」 

 

母
の
愛
し
み
じ
み
沁
み
る
混
ぜ
御
飯 

 
 

 
 

裕
子 

 

 
 

 
 

「
地
」 

 

と
け
込
ま
ず
個
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ば
ら
道 

 
 

し
だ
れ 

 
 

 
 

「
天
」 

 
 

 

子
を
叱
る
言
葉
に
愛
を
混
ぜ
て
い
る 

 
 
 
 

順 

  
 

 

（
自
句
） 

納
豆
の
ね
ば
り
を
貰
う
朝
ご
は
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

米
中
の
カ
ク
テ
ル
飲
ん
で
二
日
酔
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
と
青
混
ぜ
て
紫
喜
寿
迎
え 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．２月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和３年２月９日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「めりはり」：互選  ３句 

 ・課題「両手」  ：二人選  ３句 

 ・自由吟          ３句 

 

 

２．連絡事項     

 今年も、コロナウイルスと切っても切れない仲になりそ

うです。会員の皆様には、コロナの感染予防に気をつけな

がら川柳を楽しんで下さい。 

◦２月 12 日（金）は、第３回新春浦安川柳大会。 

 出席・投句お待ちしてます。 

◦7 月 11 日（日）は、第５回浦安川柳大会。 

 場所：ハーモニーホールに決定。課題と選者は選考

中。 

今年もコロナと一緒に川柳をやって行きましょう。 山岸


